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修学支援新制度の概要－1

2020年4月から始まった高等教育の修学支援新制度では、
給付型奨学金と併せて授業料減免が受けられます

給付型奨学金
採用区分の金額に応じて

毎月日本学生支援機構より振込

授業料減免制度
各学期ごとの授業料に対して減免
半期毎に大学より振込を行う予定

日本学生支援機構
給付型奨学金
受給中の方

日本学生支援機構
貸与型奨学金
貸与中の方

これまで奨学金や
授業料減免

を受けていなかった方

新制度への切り替え可能
（学力基準あり）

新制度から支援を受けられる可能性あり
（家計基準・学力基準を満たす必要があります）



修学支援新制度の概要－2

給付型奨学金（月額） 授業料減免（年間）

自宅通学 自宅外通学 入学金 授業料

第Ⅰ区分
住民税

非課税世帯

38,300円
(42,500円)

75,800円 － 上限70万円

第Ⅱ区分
非課税世帯
に準ずる2/3

25,600円
(28,400円)

50,600円
－ 2/3

第Ⅲ区分
非課税世帯
に準ずる1/3

12,800円
(14,200円)

25,300円
－ １/3

世帯の収入基準に応じて、採用の区分は3段階に分かれます
2次募集では、入学金の減免はありません。

※自宅通学の（）表記は、
生活保護を受けている生計維持者と同居している人及び児童擁護施設等から通学する人の金額です。



修学支援新制度の申込要件－1

対象学年
2020年4月時点で本学に在籍の方
※過年度生は対象となりません

入学時期等
に係る基準

高等学校等を初めて卒業した日の属する年度の翌年度の末日から
大学等へ入学した日までの期間が2年を経過していない人
（Ex：2018年3月に高校卒業→2020年度末までに入学⇒○）

※高卒認定試験対象者、または海外の学校教育を修了した人は
配布資料「給付奨学金案内」の13ページを参照すること

在留資格
（外国籍の方のみ）

外国籍の人は、以下の①～③のいずれかに該当する方
①法定特別永住者
②在留資格が「永住者」、「日本人の配偶者」又は「永住者の配偶者等」
である人

③在留資格が「定住者」であって、日本に永住する意思がある人

はじめに、以下の要件を満たすかどうか確認してください



修学支援新制度の申込要件－2 （家計基準）

収入基準と資産基準の両方を満たす必要があります
下表の収入基準はあくまでも4人世帯の目安です

世帯
人数

想定する家族構成
（★）が給与所得者の世帯

年間の収入金額

第Ⅰ
区分

第Ⅱ
区分

第Ⅲ
区分

4人
本人、★親①、

親②（無収入）、高校生
295万円
以内

395万円
以内

461万円
以内

（1）収入基準 ※収入基準は世帯構成等によって異なります

（2）資産基準

あなたと生計維持者（2人）の
資産額の合計が2,000万円未満であること
(生計維持者が1人の場合は1250万円未満)



修学支援新制度の申込要件－2 （家計基準）

機構HPより家計基準を満たすか、おおよその確認ができます
申し込みの前に、各自必ず生計維持者と確認をしてください

日本学生支援機構
進学資金シミュレーター
https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/

*検索エンジンで
「進学資金シミュレーター」
と検索してください

*配布した募集要項にも
URLを掲載しています

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/


修学支援新制度の申込要件－3 （学力基準）

学業成績が次のいずれかに該当すること

1年次 ①～③のいずれかに該当すること

①高等学校などにおける評定平均値が3.5以上であること、又は、
入学者選抜試験の成績が入学者の上位1/2の範囲に属すること

②高校卒業認定試験の合格者であること
③将来、社会で自立し、活躍する目標を持って学修する意欲を有しているこ
とが、学修計画書等により確認できること

2年次以上 ①、②のいずれかに該当すること

①GPAが所属学部における上位1/2位以内であること
②修得した単位数が標準取得単位数以上であり、かつ、将来、社会
で自立し、活躍する目標を持って学習する意欲を有していることが、
学修計画書により確認できること

※成績に応じて、学修計画書の記入が必要となる場合があります

※その他、修業年限内で卒業不可の者、修得した単位数の合計が
標準取得単位数の5割以下である者は採用となりません



申請時の諸注意-1

■第一種奨学金との併用について
新制度適用中は、第一種の貸与月額は調整・制限あり
※第二種奨学金は制限なし

第一種奨学金
貸与月額の調整

自宅通学 自宅外通学

第Ⅰ区分
採用者

0円 0円

第Ⅱ区分
採用者

0円 0円

第Ⅲ区分
採用者

21,700円
※(20,000円、30,300円)
※は生活保護世帯対象

19,200円



申請時の諸注意-2

■支給中の適格認定について
家計基準については、夏頃にマイナンバーから、成績は年に
一度学校にて判定を行います。確認の結果、支援の廃止や
採用区分が見直される可能性があります

4月 5月 6月 7月 8月 9月

10月 11月 12月 1月 2月 3月

所得判定

成績判定

※懲戒による退学処分などを受けた場合には、返還が必要になることがあります
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提出書類について

1 給付奨学金確認書

2 授業料減免の対象者の認定に関する申請書

３
大学等への修学支援の措置に係わる学修計画書及び、1年生は
高校の調査書・2年生以上は前年度の成績表

４ スカラネット入力準備用紙

５ (該当者のみ) 学生本人の2020年度課税証明書

【期間厳守】下記の書類を準備し、
１０月９日（金）迄の期間内に提出してください

６ (該当者のみ) 在留カードのコピー or 住民票の写し（原本）

7 (該当者のみ) 社会的養護を必要とすることが分かる証明書類



提出書類について ①給付奨学金確認書

配布した給付奨学金案内に綴じこんであります

現住所を記載すること
本人の印鑑必要

父母両方いる場合は、
2名必ず記載すること

未成年者は記入必須
親権者の印鑑必要

学籍番号
１・２年生は10桁で
３・４年生は5桁で記入



提出書類について ②授業料減免の対象者の認定に関する申請書

必ず学生本人が記入し、提出してください

※空欄で提出(大学記入)

在学採用の申込に
チェックを入れる

「過去に～」は空欄で可
全員「ない」に該当



提出書類について ③スカラネット入力準備用紙

配布した給付奨学金案内に綴じこんであります
全ての書類提出後、WEB上での入力が必要となります

準備用紙1ページ目
①学校のID/PW（学校より配付）
②マイナンバー提出書のID/PW
（マイナンバー提出書中に記載）



提出書類について ④スカラネット入力準備用紙

スカラネット入力準備用紙7ページ目
2020年１０月以降の「通学形態」を選択します

「自宅外通学」を選択し採用された場合、
１０月以降に自宅外であることの証明書類が必要です
（アパートの賃借契約書のコピー等）



スカラネット入力準備用紙１２ページ目
生計維持者欄 マイナンバーの提出準備状況を選択します

提出書類について ④スカラネット入力準備用紙

※海外勤務等により、マイナンバーの提出ができない場合、
別途提出書類が必要となりますので窓口に相談ください



提出書類について ⑤～⑦該当者のみ

以下の⑤～⑦は該当者のみ提出が必要です

NO. 必要書類 該当要件

5
申し込み者本人の
課税証明書

申込者本人の2019年分（2019年1月～12月）の
1年間の所得が以下に該当する場合のみ提出
未成年者：125万円(額面収入約200万円)を超える者
成年者 ：35万円 (額面収入約100万円)を超える者

6
在留カードのコピー
または
住民票の写し(原本)

外国籍の人のみ提出
冒頭で案内した在留資格を
満たしていることが分かる証明書類

7
社会的養護を必要と
することが分かる書類

18歳までに児童養護施設等に入所していた又は里親による
養育を受けていたことがわかる日付が記載された証明書類
(例)
施設長発行の「施設在籍証明書」、または児童相談所
発行の「児童（里親）委託書」、「措置解除決定通知書」等
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期日 内容 備考

９月中旬～ 必要書類の配布

10月９日迄 申請書類の提出期間
通学キャンパスの
学生生活課に郵送

提出完了後、スカラネットに必要なID・PWを交付します

１０月１６日(金) スカラネットの入力締め切り 期限厳守

１０月２３日(金) マイナンバー提出書 郵送〆切 各自より機構へ直接郵送

１１月中 学力基準の審査

１２月１１日
（金）

給付奨学金の初回振り込み 審査の結果採用者のみ

12月下旬 奨学生証・誓約書の受取 ご自宅に郵送します

1月
誓約書・自宅外の方は自宅外の
証明書類提出

郵送にて受付

今後のスケジュール



①どうしても出願時に必要書類が揃わない

⇒まず揃えられるものだけ提出してください
不足書類について、いつ頃に提出できそうか
出願時に 受付担当に伝えてください
※スカラネット入力準備用紙等の未記入はダメ！

書類出願時の注意点

②出願前に、必ず生計維持者と確認をしてください

（再掲）
日本学生支援機構
進学資金シミュレーター
https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/

https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/

